








員、高齢者見守りサポーター、配食ボランティアをベースとした体制で、ボランティア

センターを中心に体制を構築する。 

 

 ③ O ネットワ クシス ムの  

     徘徊は「してはダメ」ということではなく、徘徊しても地域の見守りやネットワーク

のシステムがあって、「徘徊しても大丈夫」というまちづくりを目指し、警察、消防、郵

便局、サービス事業所、企業・団体等と連携を図り、ネットワークシステムを構築する。 

 

 家族支 体  

     同じような境遇の家族同士が話し合ったり、情報交換したり出来る場を確保するため

に、「認知症の人と家族の会」と連携をとりながら、機会確保に努めているところである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

４ とめ 

   認知症は誰もがなりうる可能性のある病気であり、決して高齢者だけの問題でもない。

若くて認知症になることもあれば、家族や地域の一員として介護や医療の面で関わるこ

ともある。その様な現状ではあるが、地域としての認知症に対する理解や受け入れ態勢

は充分といえず、早急な対応が必要との危機感から、昨年度より認知症対策に取り組ん

できた。特に意識した点は、多方面からのアプローチと重層的な体制の構築である。一

律な基礎知識だけでなく、それぞれ年齢や仕事の職種、おかれている立場等、その人そ

の人にあった内容と、伝えたい思いが届くよう、アプローチの方法を変えるなどの工夫

をしながら、少しでも「認知症になっても安心して暮らせるまち」を実現できるよう目

指してきた。まだまだ、体制としては不十分であるが、進むべき方向については示すこ

とが出来てきたのではないかと感じている。今後は、これらが今だけの取り組みではな

く、継続的な取り組みとして地域と一体となって進めていける仕組みづくりができれば

と考えている。 
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